



























20 代 15 3.6
30 代 44 10.6
40 代 56 13.4
50 代 100 24.0
60 代 148 35.5

























































性 111 人（26.6％）、女性 284 人（68.1％）となっ
ており、女性受講者の割合が高い。
　図表２は回答者の年齢をみたものである。30
代以下が 60 人（14.4％）、40 ～ 50 代が 156 人





























　 教養 語学 体験 合計
30代
以下
15 36 9 60
25.00% 60.00% 15.00% 100.00%
40-50
代
30 100 26 156
19.20% 64.10% 16.70% 100.00%
60 代
以上
43 94 58 195
22.10% 48.20% 29.70% 100.00%
合計
88 230 93 411























２- ５回 205 49.2
６-10 回 84 20.1








































































































が 185 人（44.4％）と最も多く、Web サイトが





























































































































































































































































































































































































































































40 代 7 3.2
50 代 24 10.9
60 代 108 49.1








































2-5 回 80 36.4
6-10 回 37 16.8


















1 16 132 149
0.70% 10.70% 88.60% 100.00%
25.00% 53.30% 77.20% 72.70%
女性
3 14 39 56
5.40% 25.00% 69.60% 100.00%
75.00% 46.70% 22.80% 27.30%
合計
4 30 171 205
2.00% 14.60% 83.40% 100.00%






である。30 代以下が 5人（2.3％）、40 ～ 50 代
が 31 人（14.1 ％）、60 代 が 108 人（49.1 ％）、
70 代以上が 74 人（33.6％）となっている。回
答者のシニア層の占める割合が高くなってお































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































10 ～ 15 人程度で、できるだけランク別に」「講
座の中身によって、初・中・上級等の段階があ
ればよい」という声がある。これは、「同教室
に多様な学力の人が混在していて、受講者、講
師共に大変やりにくく、授業の質が低下してい
ます」という意見と対応している。特に語学講
座では、常にレベル設定の難しさが生じており、
試聴を設けることを希望する受講生もいる。そ
れは、「学力に合わないコースを受けたくない」
ためだという。このような問題に対し、2015
年度の語学系の講座では初級→中級→上級のラ
ンクを明確に設け、各人のレベルにあった講座
を提供することにつとめるよう改革をおこなっ
た。実際に、そのような段階的流れが形成され
ステップアップの問題を克服できているかどう
か、今後も調べが必要だろう。
　オープン・クラスにおいても似たような課題
がある。例年指摘されていることであるが、「特
定の方が、繰り返し［同じ授業に］参加するのは、
授業にも悪影響を及ぼすことになり、よくない
と思います」というように、同じ授業＝ステッ
プにとどまり続けるケースがみられる。本学の
公開授業は比較的大規模な開放がなされている
－ 33 －
ものの、「次のステップ」が用意されていない、
開講科目が縮小している、という意見もみられ
た。「起承転結でいうなら『起』のみなので、もっ
たいない感じがする」「他にも学びたい講座（授
業）がオープン・クラスになっていないのが残
念です」「今年度のオープン・クラスの数が以
前より少なく感じた」。オープン・クラス科目
の拡大はいかにして可能なのか、一考する必要
がある。
　なお、これと関連して、大学院授業の開放を
のぞむ声が受講生・教員とも存在する点も重要
である。ある受講生は、「この講座は学部４年
生向けのものであり、平易でわかりやすいもの
であったのですが、自分の求めているものには、
さらに次のステップがあると感じました。そこ
で、要望なのですが、オープン・クラスを修士
課程に拡大していただけたらありがたく存じま
す」と述べている。これに加えて教員側からも、
「大学院博士課程の入学要件を緩和すべきだ」
「大学院における生涯学習支援プログラムを考
えてはどうでしょう」との声があった。学部段
階の開講科目拡大とあわせて、大学院授業の開
放も検討が必要となっている。
＜広く相互交流促進に向けて＞
　オープン・クラス担当教員から毎年のように
出される感想として、「私の受講生の場合、座
席の最前列で熱心に受講していましたので、周
囲の学生によい見本となったようです」「学生
よりも熱心に受講しており、学生にとっても少
なからず刺激になったと考えています」などと
いう声がある。中には、過去の受講生が「ゲス
トティーチャー」として参加する事例もみられ
た。他者の多様な学び方に触れることは生涯学
習を発展的に実践する上で重要なことだといえ
るのかも知れない。
　受講生の中には、講座への参加により「教官
と知り合うことができた」ということを記した
方がいた。その他、メール等を利用して「質問
ができれば大変ありがたいと思っております」
など、知的交流を求める声もある。何らかの形
で、受講生どうし、あるいは教員も交えての意
見交流の機会が望まれているようにみえる。そ
のことで、学習動機を高め、励みになることも
多いと思われる。
　また、「メンバーがあまり変わらない」「もっ
と広く市民に周知した方がよい」「もう少し人
数を増やしてほしいです」という声もあった。
幅広いＰＲ活動によって、これらの声に応え、
相互交流を実現していくことも大事な課題の一
つだろう。現在、諸事情により公開講座のパン
フレット作成を取りやめているが、紙媒体での
ＰＲには一定の効果があると思われるので、再
検討すべきところかも知れない。
＊
　大学での学びは、必ずしも平易なものばかり
ではない。うまくついていけないケース、途中
で受講を中断するケースもある。ただ、学問の
難しさはそれ自体が魅力であるという意見もあ
る。
　「疑問がいろいろ有るが、それらがいつすっ
きりするのか、次回からがまたとても楽しみで
す」「少し難しいからこそ意欲が沸き、頑張れた」
「毎回、楽しく（むずかしかったですが）受講
しました」。今後とも、大学の持つ本格的な知識・
技術の開放を通じ、地域における生涯学習の拠
点として発展していくことが求められている。
